
運動再綱引二村する心的状悪甘沐巨パ∴’之はう巨紺杉のノ冊頂と遅効／㌣ター ンの効果  

チ部教育改草の条件【てメリカ▲、ヒデルと＝碑  

文郵相、告雪 ＝廿姑貯紆）ト他省聞の協力‘連灘潤摘凋造の検討1その1）  

シンガポーールおよび韓［射∴おける′才■組数ヤの比較朝彗  

Ⅰ），ノウルトンの社会科教育論  

水を混合したときの温度変化にぷ＝■る小チ隼明阜潮  

力ントの「印刷鋸≠イ’枠用晶出 工㍑汗ほ「一甘識」と「勅山トノjユ‥＝1許する思考成  

城前生活環ノノ‾にぶりる教育一冊鮎糾離船隼加叶′を二  

現代アメリカてノ日田－tけこおけるP∴7L／イレのリー7、／ン」－－論紳：‡布と継承  

兄人ノ軋虹片肺湛患者に以心わ王府瀾押意味）′‾〕け  

顔の変形をイJ‘する人への支ほサニ山ズを羅悠  

「改訂版タキソノミ 〟】における教育＝性 評価論に‾閲す亮 一考察  

戦間期オーJトリアの郷i雄・カリキ1＿ラ畑J甘する 一計禦  

家族介護研究刺状張出と′「後〔／～リノ州イ仁  

ホ、ル・ランデ、ジにおけふ牧師の指増作√ついて  

中卜嬬悍i劉二おける学習動牒いか必‖弘志同情∵㍗㌢行動謹津法相好み減滞粁潤粁関連性  

素朴概念の修正に甘酢する既イ沌濡腑糟狛用＿の要因の検，享、j  

幼リLlの「′i」調性隠能に及ぼすルーールの使川と社会的㍍鯨乃巌響  

乍業論む作成時におけるポジティブ汀乍とと〝）」うユか力‾ヒ甘神的健康ト〃関係について  

脚本を読む段階と演㍑計画の段暗におい’て沃劇俳ノ優がけつ3つの≠丹  

比判的思考を支える態妓およびi甘ル測定に闇－うる居ヤ壬  

部■胴軋U封肯汀社会的亮義とノヾ学の公肘、′上  

中央教育審議会答申を申ノL、にみた戦後＝本教力点井常用溌  

スウrrいデンの家族扱；和ニ日計∃一る 考察  

「、服軋仁言説の詰尤、  

G．バタイユの1無頭び）J伸】休巨諭にみるi三体の′ヒ戌こ死  

わが国の小県神領城におりるJ∴どもへのインフト一ムド コンセントについて  

’TA′11巾考  

既視休職朝虜宮歴－む  

過剰な攻撃性を表け．する青年へク）援助について   



京都大学大学院 教育学研究科紀要 第50号  

目   次  

論 文：   

運動図形に村する心的状態の付与に及ぼす  

図形の種類と運動パターンの効果  

子安増生・龍輪飛鳥1  

学部教育改革の条件－アメリカ・モデルと日本   原 武 一 22  

文部科学省（旧文部省）・他省間の協力・連携関係構造の検討（その1）………… 高 見  茂 48  

－「教育の情報化」政策推進に焦点を当てて一   

シンガポールおよび韓国における才能教育の比較研究 ……杉本 均・石川裕之・厳 賢蛾 64  

－エンリッチメントとアクセラレーションー  

D．ノウルトンの社会科教育論 ‥、  赤 沢 早 人 87  

－1920年代の米国における統合社会科の展開一   

水を混合したときの温度変化に関する小学生の判断 …・……………・・… 金 田 茂 裕110   

カントの『神の現存在の論証』における「良識」と「形而上学」に関する思考法 ………中 沢  哲120  

一批判期道徳哲学の「良識」と「哲学」に関する思考法への萌芽－  

戦前生活綴方における教育評価論研究の方向性  川 地 亜弥子131  

ー綴方批評と「生活台」分析を結ぶ観点から一   

現代アメリカ合衆国におけるP．プレイレの「リテラシー」論の受容と継承…………谷 川 とみ子144  

一Ⅰ．ショアの「批判的リテラシー 」論とその授業実践に焦点をあてて一   

先天性血管腫雁患者に見られた経験の意味づけ：……………・……・・… 松 本  学158  

顔の変形を有する人への支援のニーズを探る   

「改訂版タキソノミー」における教育目標・評価論に関する一考察……石 井 英 真172  

－パフォーマンス評価の位置づけを中心に一   

戦間期オーストリアの郷土科カリキュラムに関する一考察 …………… 伊 藤 実歩子186  

－ルートヴィヒ・バソティスタの理論と実践に焦点をあてて－  

家族介護研究の問題点と今後の方向性  篠 崎 未 生200  

ホール・ランゲージにおける教師の指導性について …………………… 新 里 真 世213  

－カリキュラム計画者としての役割を中心にして一  

安  寧227   中国語学習における学習動機，達成目標志向性，  

学習行動，教授法の好み，成績の間の関連性  



素朴概念の修正に影響する既有知識の堅固性の要因の検討 …………… 山 解 宏 美241  

－電流の課題を用いて－  

鈴 木 亜由美253  幼児の自己調整機能に及ぼす  

ルールの使用と社会的文脈の影響   

卒業論文作成時におけるポジティブ幻想の現れ方と …………………… 橋 本 京 子265  

精神的健康との関係について  

安 藤 花 恵277  脚本を読む段階と演技計画の段階において  

演劇俳優が持つ3つの視点  

批判的思考を支える態度および能力測定に関する展望 …………………平 山 る み290  

専門職大学院の社会的意義と大学の公共性  出 口 英 樹303   

一大学と社会との接点領域における社会科学分野の役割一   

中央教育審議会答申を中心にみた戦後日本教育改革の課題 ……………谷 村 綾 子317   

－占領下での教育改革から昭和46年中教審答申まで－  

スウェーデンの家族政策に関する一考察  

一北欧型NPMの一事例として－  

谷 屋 愛 子331  

中 桐 万里子345  「報徳」言説の語態  

Gバタイユの「無頭の共同体」論にみる主体の生成＝死 ……………… 宮 崎 康 子358  

一フランス1930年代の異質な思索－   

わが国の小児科領域における子どもへのインフォームド・コンセントについて …駿 地 眞由美372  

－特に悪性・難治性疾患において－  

本 理恵子386  TAT再考  

川 部 哲 也399   

中 川 美保子413   

既視体験研究の歴史  

過剰な攻撃性を表出する青年への援助について  



平成15年度修士論文  

氏   名  論  文  題  目  

岩 上 高 志  

上 中 良 子  

太 田 拓 紀  

被虐待児に村する活動的アプローチの実践と効果  

昭和初期三大「想画」の検討 一級方教育との関係を中心にして一  

戦前における私学出身中等教員に関する研究  

一早大高等師範部出身者の教師戟とキャリア形成一  

大学授業における学びのコミュニティの形成  

一致養教育でのアイデンティティの探求過程に着目して一  

生徒指導の誕生  

戦後社会科と総合学習 一上田薫の思想を中心として  

論理的思考スキルがビジネス課題の遂行に与える影響  

一測定尺度の作成と社会的情報処理プロセスとの関連性の検討  

教育系大学における専門職大学院設置に向けた課題  

一地方分権時代の学校管理職養成を目的に－  

「桜田プラン」の生成と展開 －一機後初期カリキュラム論の実像－  

1950年代における「人生雑誌」ブームとその衰退  

¶「冷却」（cooling－Out）される地方勤労青年一  

高齢者観の変容と図書館  

－1961年・1971年高齢化に関するホワイトハウス会議を契機として一  

滑川道夫の読書指導論に関する一考察  

韓国における才能教育政策の展開 一科学高等学枚の変容過程に注目して－  

G．ウイギンズにおける「逆向き時計」カリキュラム論と「真正の評価」論の連関  

一思想形成過程に即して一  

英文理解における文構造の把握 一統語構造把撞問題と語句整序問題を用いて－  

老年期の浄土真宗僧侶のライフストーリーにみる死の意味づけ  

イギリスにおけるホール・スクール・アプローチの検討  

－インクルージョン概念の定立に向けて一  

社会教育法制定期における労働者教育の位置づけに関する考察  

一致育刷新委貞会の議論を中心にして一  

物語理解における登場人物の感情の効果：事象索引化モデルに基づく検討  

戦時下における生活記録の指導理念と学習方法  

一大日本青少年団の「生活記録報道運動」をめぐって一  

母親の〈mind－mindedness〉と母子相互作用の関連性について  

一生後6ケ月から9ケ月にかけての縦断的研究－  

「人生生物学」としての性教育論 －1920年代初期における山本宣治の到達点－  

－430－   

杉 原 真 晃  

炭 谷 恭 彦  

高 村 る り  

西 山 裕美子  

浦 田 育 子  

張  壇  云  

佐 藤   望  

高 島 涼 子  

田 坂 繭 子  

石 川 裕 之  

遠 藤 貴 広  

河 合 宏 文  

川 島 大 輔  

窪 田 知 子  

倉 知 典 弘  

米 田 英 嗣  

猿 山 隆 子  

篠 原 郁 子  

柴 本 枝 美  



平成15年度修士論文  

運動図形に村する心的状態の帰属 一心理的予測可能性からの検討一  

帰納推論における情報の不完全性と確信度との関係  

共感的喜びと妬み －その発生に関わる状況要因を探る一  

1920年代台湾における台南高等商業学校設立運動  

日本とマレーシアの早期英語教育に関する一考察  

帝国日本と英語教育 一同倉由三郎を中心に－  

「多文化社会」における教養教育論の限界と可能性  

－ブルーム以降の1iberaleducation論の理論的検討一  

学校教育における公共性概念の再検討 一教育権分配の視点から－  

「キリシタン」をめぐる記述 一新村出における「南蛮」と「日本」－  

「こころのおさめ方」についての一研究  

臨床イメージにおける内的体験の考察  

一箱庭制作においての「位置を定める」体験プロセスに焦点を当てて一  

自我体験に関する一考察 ～体験についての語りとTAT反応を手がかりに～  

「失う」ということと「残る」ということについて  

∬箱庭からアイテムがなくなる体験を通じて一  

世界の意味づけ方についての考察 一対人場面における語りのとらえ方から－  

「自分語り」に現れる「繰り返し」を通してみた語り手の内的体験について  

－「語る自分」「語られた自分」の関係から－  

「想像上の仲間」に関する研究 一投影法とインタビューを通して一  

心理臨床における声及びその「異化」に関する一考察 ～3つの事例を通して  

個人の内的感覚のあり方とその言語表象化に関する一研究  

箱庭における砂のみの表現について  

一砂と作り手のかかわりのあり様に注目して一  

自己のリアリティの感覚について 一思春期・青年期を対象として－  

うずまき描画の研究  

龍 輪 飛 鳥  

中 西 政 志  

西 隅 良 子  

藤 井 康 子  

ベー・シュウ キ一  

声  秀  安  

中 村 夕 衣  

古 田  薫  

日 高 由 貴  

荒 木 浩 子  

片 畑 真由美  

久 保 明 子  

竹 中 菜 苗  

畑 中 千 紘  

平 松 朋 子  

山 口  智  

山 本 喜 晴  

白 川 葉 子  

吉 水 はるな  

鳥 川 智 史  

小 松 正 明  

（合計43名）  

－431－   



平成15年度卒業論文  

氏   名  論  文  題  目  

池 田 華 子  

池 田 真 彦  

小 川 道 子  

方法としての〈祈り〉  
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コンプレックスから笑いへの変容に関する一研究  

イメージの鮮明性と感情体験の関係について  

冊詩の視覚呈示と聴覚呈示を通じて一  

快および不快情動が曖昧な表情の認知に及ぼす影響  

「世代継承性」の意識と育成、発揮について  

時間と忘却の短期記憶学  

言語情報と視空間情報を交差させた実験による課題スイッチング仮説の検討  

運動選手の樹木画の傾向について  

障害児の母親に対する偏見に関する調査  

高齢者によって語られる子ども時代の思い出について  

一支えとしての思い出、語ることで生じる気持ち  

表情が顔の視覚探索に及ぼす影響  

色彩喚起感情が商品マーク評価に及ぼす影響  

レディメイドによる自己表現 －イメージの変容に着目して一  

箱庭製作によっておこる気分の変化と攻撃性の諸相に関する研究  

「原風景」を語ることの意味について  

～語り前後のバウムテストの分析を通して～  

旅行先で感じる違和感について  

一環境変化に基づく検討  

スクリプルにおけるイメージ体験の言語化が描き手に及ぼす影響について  

一作品に村する心的態度の違いに着目して一  

男子高校生における自己嫌悪感と信頼感の関連性について  

青年期の親子関係とボーダーライン心性の関係について  

内面化された他者の支えについて  

北野映画にみる家族関係のあり方  

他者の箱庭表現への関わり方を通してみた対人恐怖的心性について  

「内臓イメージ」に関する研究 －「心臓イメージ」を手がかりに一  

大学生における居場所と自我同一性  

リズム記憶における空虚時程の研究  

反復する語りを開くことの意義  

久松真一の「無相の自己」についての心理学的一考察  

教育政策にみるナショナリズムの変容  

∬タイにおけるグローバリゼーションへの対応を事例にして一  

政治的無関心とナルシシズム  

「都立高校改革推進計画」に対する平等の観点からの評価  

個性の社会学的規定 一ジンメル個性論の再検討－  
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